
原料ヤード土壌調査結果
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１．ﾀﾞｽﾄ精錬炉関係土壌調査実施状況

公共用地（県有地）
西5号

西7号

南海水南

南排水西1号

西6号

新中1号
北海水北

北排水1号

東排水南1号

東排水中央1号
南1号

西４号

南海水北

南2号

南3号

西工場

東工場

生浜工場

④原料ﾔｰﾄﾞ

①ﾀﾞｽﾄ精錬炉周辺
③ﾀﾞｽﾄ固化ﾔｰﾄﾞ周辺

素掘り側溝

②ﾀﾞｽﾄ固化ﾔｰﾄﾞ

2
シアン含有スラジ仮置
シアン含有ダスト仮置

シアン含有スラジ仮置
シアン含有水地下浸透

ミスト飛散
シアン含有清掃物

推定汚染原因

今回報告
（その１）

汚染範囲
特定済

②固化ﾔｰﾄﾞ
③素堀側溝

汚染範囲
特定済

汚染範囲
特定済

状況

④原料ﾔｰﾄﾞ

①ﾀﾞｽﾄ精錬
炉周辺

対象地区
現在浄化実
施準備中

今回報告
（その２）

備考



２．焼結原料ﾔｰﾄﾞ周辺土壌･地下水調査２．焼結原料ﾔｰﾄﾞ周辺土壌･地下水調査

西7号

30m 30m

0.1 0.2 0.4 0.20.2 0.30.1 0.6

6.2

BY-1ﾔｰﾄﾞ

AY-5ﾔｰﾄﾞ

AY-4ﾔｰﾄﾞ

AY-3ﾔｰﾄﾞ

凡例

検出

不検出

　①地下水
周囲への汚染の広がりは
無い事を確認｡

②土壌
全地点（２０３地点）で
不検出である事を調査済｡

ダスト精錬炉脱水ｽﾗｼﾞ仮置場汚染調査結果

(今回）

ダスト精錬炉乾ダス
ト仮置場調査地点

公共用地（県有地）
西5号

西7号

西6号

西４号

西工場

左図記号

：排水配管
：素掘り側溝

ﾀﾞｽﾄ精錬炉周辺
素掘り側溝

ﾀﾞｽﾄ精錬炉

ﾀﾞｽﾄ固化ﾔｰﾄﾞ

(調査方法）

仮置きした地点の周
辺を10ｍメッシュで

地下水及び土壌溶
出試験を実施し汚染
範囲を特定
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西4号

調査範囲



３．焼結原料ﾔｰﾄﾞ周辺土壌･地下水調査結果３．焼結原料ﾔｰﾄﾞ周辺土壌･地下水調査結果（地下水）（地下水）

西7号

30m 30m

0.1 0.2 0.4 0.20.2 0.30.1 0.6

6.2

BY-1ﾔｰﾄﾞ

AY-5ﾔｰﾄﾞ

AY-4ﾔｰﾄﾞ

AY-3ﾔｰﾄﾞ

凡例

検出

不検出（前回）

0.1
0.28

1.1

0.32
0.20.1

0.8

　地下水
ダスト仮置場周辺について、地下水汚染範囲を特定
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西4号

不検出（今回）



４．焼結原料ﾔｰﾄﾞ周辺土壌･地下水調査結果４．焼結原料ﾔｰﾄﾞ周辺土壌･地下水調査結果（土壌溶出）（土壌溶出）

西7号

30m 30m

BY-1ﾔｰﾄﾞ

AY-5ﾔｰﾄﾞ

AY-4ﾔｰﾄﾞ

AY-3ﾔｰﾄﾞ

0.65 0.19
0.23

　土壌溶出
ダスト仮置場周辺について、地下水汚染範囲を特定
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西4号

凡例

検出

不検出（前回）
不検出（今回）



西7号→←西4号

NO.  B

埋っており、
この先に流れない

NO.  A

溜まった水に
目だった流れは
確認できなかった。

溜まった水に
目だった流れは
確認できなかった。
･NO.Aと同じ状態
（降雨後　溢れ出ることが
多々あるとの情報）

NO.　4　

南側→北側への
流れあり

NO.  D

NO.  C

目だった水流は
確認できず

５．焼結原料ﾔｰﾄﾞ 排水系統調査結果

溜まった水に
目だった流れは
確認できなかった。

NO.  G

NO.  Ｆ

ﾏﾝﾎｰﾙ内

以前　銑技にて
確認済

<0.1NO. A

<0.1NO. Ｇ

<0.1NO. E

<0.1NO. 4

CN濃度
mg/L

ﾏﾝﾎｰﾙ
位置

<0.1NO. F

<0.1NO. C

<0.1NO. D

<0.1NO. 1

CN濃度
mg/L

ﾏﾝﾎｰﾙ
位置

･図中 ﾏﾝﾎｰﾙのｼｱﾝ濃度は検出限界以下

分析結果

南側→北側への
流れあり

蓋が固着して
開かない

重機が入っていけず
蓋を開けない

NO.  E 溜まった水に
目だった流れは
確認できなかった。
以前　銑技にて
溜まり水を抜いて
調査済

1.目的： 焼結原料ﾔｰﾄﾞから外へ流れ出る排水のｼｱﾝ汚染状況を確認した｡
2.採水方法： 調査対象配管のﾏﾝﾎｰﾙを開け実施｡

・調査予定区域でﾏﾝﾎｰﾙが確認できなければ その下流のﾏﾝﾎｰﾙから採水｡

結果

流出系統からは
シアンは確認さ
れなかった。

NO.  1

調査区域Ａ

調査区域Ｂ 調査区域Ｃ
調査区域Ｄ



６．まとめ

Ⅰ　調査結果

　　　（１）ダスト精錬炉ｽﾗｼﾞ仮置場　　　　　シアンによる地下水汚染範囲を特定

　　　（２）ダスト精錬炉乾ダスト仮置場　　 シアンによる地下水及び土壌汚染範囲を特定

　　　（３）流出系統調査　　　　　　　　　　　　原料ヤードからの流出系統を調査し、その滞留水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の調査を実施したが、シアンは検出されなかった。

Ⅱ　今後の予定

　　　（1）　原料ヤードから排出される雨水が流出する西７号排水口および西４号排水口にて

　　　　　　　定期的なシアン測定を継続し、公共水域への流出がないことを確認する。
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